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• 位相共役光を⽤いることでコヒーレント光
受信器を低損失化できる

本技術のアピールポイント

新技術の概要
コヒーレント受信器において広く実⽤化されている既存の90度光ハイブリッ
ドにおいて原理的に発⽣する光強度の損失を低減できる技術が求められてい
るが、本発明はそれを解決するものである。

受信信号光と位相共役となる（位相反転した）光を加えることにより90度光ハ
イブリッド内のMMI（マルチモード⼲渉計）カプラ内部の⼲渉条件を変え，従
来⼊⼒信号強度の半分程度（3.0 dB）であった原理損失を1.3 dBに低減する。

９０度光ハイブリッド及び光復号装置

お問い合わせ先：
東京⼯業⼤学 研究・産学連携本部
E-mail: eguchi@sangaku.titech.ac.jp
TEL：03-5734-3891 産学連携URA：江⼝ 正⼈

新技術の概要新技術の概要

【従来技術】マルチモード⼲渉計（MMI）カプラを⽤いたコヒーレント光受信器は⼩型／簡易
な構成／広帯域性により広く実⽤化されているが，3.0 dBの原理的な損失が存在している。

【発明技術】既存⽅式 に対して I4ポートに信号光と位相共役関係にある信号を追加することに
より原理損失は1.3 dB に向上。従来技術（図２）と⽐較して出⼒ポートへより強く集光してい
る様⼦が分かる（図４）。
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図１．コヒーレント光受信器の構成 図２．MMIによる90度光ハイブリッドの
光強度分布（従来技術）

図３．MMIによる90度光ハイブリッド 図４．位相共役光を加えた90度光ハイブリッドの光強
度分布
（⼊⼒光強度の総和は図２の条件に等しくしている）


